
副
業
・
兼
業
を
希
望
す
る
者
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
、

副
業
・
兼
業
の
形
態
も
、
正
社
員
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
会
社
役

員
、
起
業
に
よ
る
自
営
業
主
等
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

一
方
、
企
業
の
多
く
は
、
副
業
・

兼
業
を
原
則
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

企
業
が
副
業
・
兼
業
を
認
め
る
に

あ
た
っ
て
の
課
題
・
懸
念
と
し
て
、

自
社
の
業
務
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
、

情
報
漏
洩
リ
ス
ク
が
あ
る
、
競
業
・

利
益
相
反
に
な
る
、
等
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
副
業
・
兼

業
に
係
る
就
業
時
間
や
健
康
管
理

の
取
扱
い
の
ル
ー
ル
が
分
か
り
に

く
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
公
表
の

「
柔
軟
な
働
き
方
に
関
す
る
検
討

会
」
報
告
で
は
、
副
業
・
兼
業
の

促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
厚
生
労
働
省
は
平
成

三
十
年
一
月
、
副
業
・
兼
業
に
つ

い
て
、
企
業
や
働
く
方
が
現
行
の

法
令
の
も
と
で
留
意
す
べ
き
事
項

を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
副

業
・
兼
業
は
、
労
働
者
と
企
業
そ

れ
ぞ
れ
の
利
点
と
留
意
す
べ
き
点

の
ほ
か
、
副
業
・
兼
業
に
関
わ
る

そ
の
他
の
現
行
制
度
に
つ
い
て
も

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
労

災
法
）
に
は
、
休
業
補
償
、
障
害

補
償
、
遺
族
補
償
等
の
労
災
保
険

の
給
付
が
あ
り
ま
す
。
事
業
主
は
、

労
働
者
が
副
業
・
兼
業
を
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
か
わ
ら
ず
、
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、

労
災
保
険
の
加
入
手
続
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
労
災
法
で
は
、
例
え
ば

副
業
先
の
事
業
場
で
ケ
ガ
を
し
て

も
保
険
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

給
付
額
に
関
し
て
は
副
業
先
の
賃

金
だ
け
が
算
定
基
礎
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
業
務
起
因
性
の
認
定
で
も
、

二
事
業
場
の
労
働
負
荷
を
通
算
・

評
価
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
労
災
保
険
制
度

が
労
働
基
準
法
に
お
け
る
個
別
の

事
業
主
の
災
害
補
償
責
任
を
代
行

す
る
も
の
と
し
て
発
足
し
た
も
の

で
あ
る
た
め
で
す
。

労
災
保
険
部
会
で
は
、

①
賃
金
合
算
に
よ
る
補
償
、

②
複
数
就
労
に
よ
る
過
労
死
救
済

等
に
関
し
て
次
の
論
点
を
整
理
し

て
議
論
を
深
め
る
予
定
で
す
。

《

給
付
額

》

・
複
数
就
業
者
の
全
就
業
先
の
賃

金
合
算
分
を
基
に
労
災
保
険
給
付

が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
る
か
。

・
複
数
就
業
者
の
全
就
業
先
の
賃

金
合
算
分
を
基
に
労
災
保
険
給
付

を
行
う
場
合
、
労
働
基
準
法
の
災

害
補
償
責
任
に
つ
い
て
、
ど
う
考

え
る
か
。

《
労
災
認
定
》

・
複
数
就
業
者
の
全
就
業
先
の
業

務
上
の
負
荷
を
合
わ
せ
て
評
価
し

て
初
め
て
業
務
起
因
性
が
認
め
ら

れ
る
場
合
、
労
災
保
険
給
付
が
行

わ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
る
か
。

・
複
数
就
業
者
の
全
就
業
先
の
業

務
上
の
負
荷
を
合
わ
せ
て
業
務
起

因
性
の
判
断
を
行
い
、
労
災
保
険

給
付
を
行
う
場
合
、
労
働
基
準
法

の
災
害
補
償
責
任
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
る
か
。

ま
た
、
事
故
発
生
時
の
災
害
補

償
責
任
の
分
担
等
に
関
し
て
も
考

え
方
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
い
ま

す
。
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副
業
・
兼
業
の
現
状

副
業
・
兼
業
促
進

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

現
行
制
度
の
労
災
保
険
給
付

厚
生
労
働
省
の
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
労
災

保
険
部
会
で
は
、
副
業
・
兼
業
の
増
加
に
合
わ
せ
、
複
数
就

業
者
の
労
災
認
定
と
労
災
保
険
給
付
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

検
討
予
定
の
論
点

≪各事業所のニーズに応じてお選びいただけます。≫

給与計算には欠かせない入

退社手続き等の関連手続き

もサポートいたします。

給与計算と各種手続きや労

務相談・指導などトータル

サポートいたします。

給与計算代行 給与計算代行 + 社会保険関係手 給与計算代行 + 顧問契約

お申込み・お問い合わせは、藤田社会保険労務士事務所までご連絡ください。

毎月の給与や賞与の計算と

付帯業務についてサポート

いたします。



Ｑ
年
金
記
録
を
み
る
と
、
以

前
の
勤
務
先
の
入
社
日
と

退
職
日
が
間
違
っ
て
い
る
と
思
う

の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で

す
か
。
当
時
の
勤
務
先
は
、
社
長

を
含
め
て
三
人
で
、
途
中
に
社
名

変
更
（
株
式
会
社
が
付
い
た
）
と

思
い
ま
す
。
一
日
八
時
間
・
週
五

日
働
い
て
い
ま
し
た
。

年
金
記
録
は
『
平
成
五
年
七
月

一
日
か
ら
平
成
八
年
四
月
一
日
』
、

勤
務
先
の
入
社
日
は
『
平
成
四
年

四
月
一
日
』
、
勤
務
先
の
退
職
日

は
『
平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
』

で
すＡ

年
金
記
録
と
は
、
基
礎
年

金
番
号
に
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
の
い
ず

れ
か
の
年
金
制
度
に
い
つ
加
入
し
、

納
付
・
免
除
等
し
て
い
る
の
か
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

年
金
制
度
の
う
ち
、
厚
生
年
金

保
険
と
共
済
組
合
（
平
成
二
十
七

年
十
月
一
日
か
ら
は
厚
生
年
金
保

険
に
一
元
化
）
に
加
入
す
る
に
は
、

勤
務
先
が
社
会
保
険
の
適
用
事
業

所
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

社
会
保
険
（
年
金
制
度
を
含
む
）

に
加
入
す
る
こ
と
を
『
資
格
取
得
』
、

外
れ
る
こ
と
を
『
資
格
喪
失
』
と

い
い
ま
す
。
年
金
記
録
に
は
資
格

取
得
と
資
格
喪
失
そ
れ
ぞ
れ
の
年

月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
日
八
時
間
・
週
5
日
で
試
用

期
間
三
か
月
の
勤
務
で
入
社
し
た

場
合
、
一
日
七
時
間
・
週
五
日
で

試
用
期
間
な
し
の
勤
務
で
入
社
し

た
場
合
、
い
ず
れ
も
資
格
取
得
日

は
入
社
日
で
す
。
健
康
保
険
法
第

三
十
五
条
に
「
適
用
事
業
所
に
使

用
さ
れ
る
に
至
っ
た
日
ま
た
は
そ

の
使
用
さ
れ
る
事
業
所
が
適
用
事

業
所
と
な
っ
た
日
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
試
用
期
間
中
で
あ
っ

て
も
、
入
社
日
が
社
会
保
険
の
資

格
取
得
日
と
な
り
ま
す
。

資
格
喪
失
日
は
退
職
日
の
翌
日

で
す
。
最
終
出
勤
日
後
に
有
給
休

暇
を
消
化
し
て
退
職
す
る
場
合
に

は
、
有
給
休
暇
を
消
化
し
終
わ
っ

た
日
が
退
職
日
に
な
り
ま
す
。

（
表
参
照
）

ご
質
問
の
方
は
、
勤
務
先
で
の

資
格
取
得
日
が
入
社
日
で
は
な
く

『
平
成
五
年
七
月
一
日
』
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
入
社
日
か
ら
後
に

社
名
変
更
さ
れ
、
株
式
会
社
が
付

い
た
と
の
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
入
社
時
点
で
は
社
会
保
険
適

用
事
業
所
で
は
な
く
、
平
成
五
年

七
月
一
日
が
適
用
事
業
所
と
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
近

隣
の
年
金
事
務
所
で
確
認
さ
れ
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
な
お
、
資
格

喪
失
日
は
、
年
金
記
録
ど
お
り
退

職
日
の
翌
日
の
平
成
八
年
四
月
一

日
と
な
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
全
国
労
働
衛
生

週
間
の
準
備
期
間
に
入
り
ま
し
た
。

準
備
期
間
は
九
月
一
日
か
ら
九

月
三
十
日
ま
で
で
す
。
平
成
三
十

年
度
全
国
労
働
衛
生
週
間
実
施
要

綱
に
は
、
十
月
一
日
か
ら
十
月
七

日
ま
で
の
本
週
間
に
向
け
て
、
各

事
業
場
で
は
事
業
者
と
労
働
者
が

連
携
・
協
力
し
つ
つ
、
実
施
す
る

事
項
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
常
の
労
働
衛
生
活
動
の
総
点

検
を
行
う
。

ア

重
点
事
項

【
六
事
項
】

イ

労
働
衛
生
三
管
理
の
推
進
等

【
八
事
項
】

ウ

作
業
の
特
性
に
応
じ
た
事
項

【
七
事
項
】

エ

東
日
本
大
震
災
及
び
平
成

二
十
八
年
熊
本
地
震
に
関
連

す
る
労
働
衛
生
対
策
の
推
進

【
三
事
項
】

九
月
：
障
害
者
雇
用
支
援
月
間

六
日

○
労
働
保
険
料
の
全
期
・
第
一
期

分
口
座
振
替
納
付
日

十
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
八
月
に
採
用
し
た
労

働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
八
月
に
一
括
有
期
事

業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

十
月
一
日

○
八
月
分
社
会
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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平
成
三
十
年
分
公
的
年
金
等
受

給
者
用
扶
養
親
族
申
告
書
の
様
式

変
更
の
混
乱
か
ら
数
か
月
。
来
年

分
の
申
告
書
が
届
く
時
期
に
な
り

ま
し
た
。

今
回
は
、
前
年
分
の
内
容
が
印

刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
変
更
が
な
け

れ
ば
受
給
者
氏
名
を
記
入
、
捺
印

す
る
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
ぎ
ん
）

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-611-5300

〒612-8017
京都市伏見区桃山南大島町1-4-41-504

編
集
後
記

九
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

4月1日入社、9月28日

（金）退職

4月1日に入社、10月26日

（金）が最終出勤、残有給

休暇3日分を消化して有給

休暇最終日に退職する場合

資格取得日：4月1日

資格喪失日：9月29日

資格取得日：4月1日

資格喪失日：11月1日

（退職日＝有給休暇最

終日10月31日）

※土日公休、社会保険適用事業所勤務として

六
十
九
回
目
の
全
国
衛
生
週
間

準
備
期
間
中
に
実
施
す
る
事
項


